
この広報誌は、共同募金でつくられています。

２月21日（火）、小矢部市福祉教育サポーター

養成フォローアップ講座を開催しました。

昨年度、福祉教育サポーター養成講座を受講

された方々を対象に、富山県介護実習・普及セ

ンター（富山市）において福祉用具体験講座《高

齢者疑似体験コース、車いす体験コース》を行

いました。

その後、NPO法人プラスワン（射水市）が

就労移行支援を目的として運営する「Cafeし

える」を見学しました。

福祉教育サポーターの皆さんは、今後の福祉

教育に関する事業・活動の支援の参考にしよう

と、熱心に取り組み、耳を傾けていらっしゃい

ました。

福祉教育サポーター活動中!!

〜 福祉教育サポーター養成フォローアップ講座 〜

〜 連絡会 〜 〜 総合的な学習への協力 〜

福祉教育サポーターについて…………………………………１

小矢部市共同募金委員会からのお知らせ……………………２

第５次地域福祉活動計画策定について………………………３

やんぼらクラブ通信……………………………………………４

ボランティア活動保険のご案内、車いすの貸出し
について…………………………………………………………５

地区社協紹介だより【南谷地区社会福祉協議会】 …………６

福祉作文の紹介【高校生の部】、善意の窓、苦情
解決委員会第三者委員の交替について………………………７

ふれあいいきいきサロン登録団体合同説明会、小
矢部市民生委員・児童委員、高齢福祉推進員、地
区社協合同研修会のご案内……………………………………８

も く じ

1

第184号
2017年３月発行

社会福祉法人

小矢部市社会福祉協議会

〒932−0821

富山県小矢部市鷲島15番地

ＴＥＬ（0766)６７−８６１１
ＦＡＸ（0766)６７−４８９６
h t t p : / / www . o y a b e . o r . j p

福祉おやべ

【主な活動】
疑似体験

施設訪問

Cafeしえる
見学

福祉用具

体験講座



昨年10月１日から行ってまいりました『赤い羽根共同募金運動』へ、多くの皆さまの

温かいご支援・ご協力をいただき、ありがとうございました。

この募金は、地区社会福祉協議会による地域歳末たすけあい運動や社会福祉団体などへ

助成され、地域福祉の向上のために有効に活用されます。

小矢部市共同募金委員会では、平成30年度に実施する市内の福祉事業に対する

共同募金の助成（配分）申請を募集しています。

共同募金の助成（配分）を希望される団体は、下記までお問合せください。

募金区別 平成28年度実績（円） 対昨年比（円）

戸別募金 ４，１０３，８７１ △４０９

街頭募金 ４２，８２９ ２３，３０９

学校募金 １７６，３２５ １０，００８

職域募金 ２９４，８８０ ２，５３０

その他 ２６，００１ △２９，４１０

合　計 ４，６４３，９０６ ６，０２８

●埴生地区歳末たすけあい事業（ふれあいサロン事業）

小矢部市共同募金委員会からのお知らせ

共同募金助成（配分）申請募集のご案内

地域歳末たすけあい運動より

募金総額

４，６４３，９０６円

がんばっちゃあ。

それっ!!

【問合せ】

小矢部市共同募金委員会

ＴＥＬ　６７−８６１１

〜 ありがとうメッセージ 〜

埴生地区の一人暮らし高齢者の皆さんを対象に小矢

部老人福祉センター「寿永荘」にて、演劇鑑賞と軽ゲー

ム、入浴や茶話などの集いを開催しました。参加者の

皆さんには、ゆっくりとした時間を過ごし、新しい年

に向け心身ともにリフレッシュすることができたと大

変喜んでいただけました。また、参加地区の福祉推進

員と協同でゲームを楽しみ、信頼関係の強化にもつな

がりました。

赤い羽根共同募金にご協力いただきました多くの皆

さまに心から感謝を申し上げます。
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第５次小矢部市地域福祉活動計画を策定します

小矢部市社会福祉協議会では、平成28年度をもって第４次小矢部市地域福祉活動計画の

推進期間が終了することを受け、『第５次小矢部市地域福祉活動計画』（計画推進期間：平成

29年度〜平成33年度）を策定しています。

地域の福祉課題や生活課題等を解決することを目指して、社会福祉協議会が呼びかけ、住

民、行政、地域において社会福祉に関する活動を行う者、社会福祉を目的とする事業を経営

する者等と相互に協力して住民の総意を基盤に策定する民間の活動計画です。

社会福祉に関係する活動・事業を行う方よ

り、広く意見をいただき、話し合います。

住民の皆さんからのご意見について

話し合います。

【地域福祉活動計画とは】

住民福祉懇談会を５地区で開催しま

した。「高齢者関係」、「障がい者関係」、

「子ども関係」、「その他」をとりまく

問題・課題について話し合いました。

住民の皆さんからいただいた多くの

意見を参考に、計画の策定を行います。
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住民福祉懇談会を５地区で開催しま

住民福祉

懇談会の

様子

策定委員会 小委員会



やんぼらクラブ通信

◆ やんぼらクラブ会員募集 ◆

〜「楽しくボランティア活動をしよう！」をモットーに活動中です 〜

『いいとこ見〜つけた！』ｉｎ たかおか

２月18日（土）、市総合保健福祉センター

において、音訳ボランティア「ニューカナリ

ヤサークル」と市視覚障がい者協会「あかつ

きの会」との対面朗読会に参加しました。

最初に、ニューカナリヤサークルの代表の

方より、音訳についてうかがい、朗読のポイ

ントなどを教えていただきました。そして、

少し緊張しながら、いざ本番へ。心を込めて

朗読したり、会話やトーンチャイムの演奏を

楽しんだりと心温まる時間を過ごしました。

●対面朗読会に参加しよう!!

日　時：３月25日（土）　10：20集合　15：45解散

場　所：オタヤ子ども食堂、高岡市立中央図書館

内　容：子どもから高齢者、障がい者にとって「やさしい街」とは何か？

　　　　「住みやすい街」ってどんなところ？を発見しに行きます。

参加費：無　料

※参加申込み、詳細等につきましては、下記までお問合せ下さい。

【問合せ】　小矢部市ボランティアセンター

　　　　　ＴＥＬ　６７−８６１１

               E-Mail　oyabesya@oyabe.or . jp

やんぼらクラブでは、市内の小学５年生〜社会人までの会員が「楽しくボラン

ティア活動をしよう！」をモットーに活動しています。一緒に活動しませんか？

会員登録された方には、案内状を送付します。自分が「参加したい！」「やっ

てみたい！」と思った活動を選んで参加してください。

【問合せ】

　小矢部市ボランティアセンター

　ＴＥＬ　６７−８６１１

　E-Mail　oyabesya@oyabe.or . jp

開 催 し ま す !!

夏祭りの
お手伝いの様子

やんぼらクラブ

ｉｎたかおか
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◆ご加入いただける方◆

ボランティアセンターに登録されている個人ボランティア、ボランティアグループ、

団体

◆対象となる活動◆

「自発的な意思により他人や社会に貢献する無償のボランティア活動」のうち、次の

①〜③のいずれかに該当する活動

　　①グループの会則に則り企画、立案された活動

　　　　※保険加入の際に、ボランティア登録・登録更新をお願いいたします。

　　②社会福祉協議会に届け出た活動

　　③社会福祉協議会に委嘱された活動

◆補償の対象◆

　　①ケガの補償

　　　・ボランティア活動中の急激かつ偶然な外来の事故によるケガをされた場合

　　　・活動場所と自宅の往復途上の事故

　　②賠償責任の補償

　　　・ボランティア活動中の偶然な事故により、他人にケガをさせたり、他人のものを

壊したりしたことにより法律上の賠償責任を負われた場合

◆ 保 険 料 ◆

　　基本タイプ　Ａプラン　350円／１人

　　　※小矢部市在住の方は、市より100円の助成がありますので250円となります。

◆補償期間◆

　　平成29年４月１日〜平成30年３月31日

　　　※年度途中の加入の場合、加入申込日の翌日から平成30年３月31日

【問合せ・申込み】

　小矢部市社会福祉協議会

　小矢部市ボランティアセンター

　ＴＥＬ　６７−８６１１

ボランティア活動保険のご案内

車いすの貸出しについて
小矢部市社会福祉協議会では、車いすの貸出しを無料で行っています。

◎対象となる方

　・病気やけがなどで、一時的に車いすが必要になった方

　　　※社会福祉協議会の窓口にて受取・返却が可能な方。

◎利用条件

　・病院通院や旅行の際などに利用するもの

　　　※介護保険の認定を受けられた方で、福祉用具レンタルに適用する方は該当しません。

◎貸出し期間

　・１週間程度（長期間の貸出しについては、ご相談ください。）

　　　※台数に限りがありますので、ご希望に添えない場合もございます。

【問合せ】　小矢部市社会福祉協議会　ＴＥＬ　６７−８６１４

富山県ボランティア

　　　活動マスコット

「ハーティ」です。

小矢部市
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一人暮らし高齢者安否確認

男の料理教室

一人暮らし高齢者食事交流会

三世代交流会（ニュースポーツ）

南谷地区社会福祉協議会を紹介します

当地区は、石動小学校がある後谷から石川県境の嘉例谷まで国道471号線に沿って、11の

集落から構成されています。

人口は、男性397人、女性424人で合計821人です。内、65歳以上は、男性が161人、女

性が203人の合計364人で高齢化率は44.3％となります。これは、小矢部市の高齢化率34.0％

を大きく上回り、市内で最も高齢化率が高い地区となっています。特に高齢者の一人暮らし、

高齢者世帯の増加と少子化が著しく、お互いに手を携えて助けあわなければなりません。

幸い当地区には人情に厚い気風が残っています。この「人情に厚い気風」を生かした「住

みよい地域づくり」を目指し、各団体の協力のもと、地道に一歩一歩活動を進めてまいります。

＝ 純朴で人情に厚い気風を生かした住みよい地域づくりをめざして ＝

地区社協紹介だより

主 な 活 動 内 容

● いきいきサロン（地区全体で年１回、集落ごと年５回以上）
● お盆・歳末ふれあい訪問　　　　 ● 一人暮らし高齢者安否確認（渓明園と共催年２回）
● 一人暮らし高齢者食事交流会　　 ● 男の料理教室
● 三世代交流会（公民館と共催）

ふれあいいきいきサロン
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。

苦情解決委員会第三者委員について

この度、小矢部市社会福祉協議会苦情

解決委員会第三者委員が次のとおり交替

されました。

（敬称略）（任期；〜H30.3.31）

新任者 前任者

吉田　重雄 多田　一夫

辻田　正雄 中田　　榮
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平成29年度「ふれあいいきいきサロン」助成事業説明会を開催します。

日　時 　平成29年３月28日（火）午後２時より

会　場 　市総合保健福祉センター　３階 大会議室

対　象 　・いきいきサロン実施団体の方

 ・新たにサロンの実施を検討されている方

内　容 　「ふれあいいきいきサロン」

  助成事業について

 （事業説明、計画申請等手続き方法など） 

日　時 　４月６日（木） 【昼間の部】午後２時より

 【夜間の部】午後７時より

 （ご都合の良い時間帯でいずれかにご参加下さい。）

会　場 　市総合保健福祉センター　３階 大会議室

演　題 　「地域での支え合いの必要性について（仮）」

講　師 　社会福祉法人 富山県社会福祉協議会

 地域福祉・ボランティア振興課　職員

 【問合せ】小矢部市社会福祉協議会

 　　　　　ＴＥＬ　６７−８６１１

だんだんと春の気配を感じられる、心地よい季節となってきました。

暖かな陽射しを浴びたら、気持ちも晴れて、何か新しいことにチャレン

ジできそうな気がします。春は変化の季節でもあります。皆さんも一歩

を踏み出してみませんか。

つ

ぶ

や

き

【問合せ】

　小矢部市社会福祉協議会

　ＴＥＬ　６７−８６１１

あなたも始めませんか？
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ふれあいいきいきサロン登録団体合同説明会

小矢部市民生委員・児童委員、高齢福祉推進員、地区社協合同研修会


